
医学系研究科 医学専攻 
学位プログラム︓ 医学 
授与する学位︓ 博⼠（医学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および医学系研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「医学」では、下記のような
⼈材の育成に取り組んでいます。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・⾼度な医学に関する専⾨性と深い学識を有する⼈材。 
 

○⾼度な教養 
・最先端の医学・公衆衛⽣学の推進、及び、⼈類の健康・福祉に貢献できる⾼度な倫理観と、
深い教養を兼ね備えた⼈材。 
 

○⾼度な国際性 
・世界の医学、⽣命科学、および医療の発展に貢献し、次世代をリードするグローバルに活躍
する⼈材。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・医学や医学を取り巻く多様な領域の課題を発⾒し、多様な分野と協働し、解決できる⼈材。 

 
○独⾃の教育⽬標 

・健康で質の⾼い⽣活を保障する地域医療の担い⼿となる⼈材。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および医学系研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「医学」では教
育⽬標に定める⼈材を育成するため、所定期間在学し、必要な単位を修得のうえ、審査及び試験
に合格し、次のとおり優れた知識と能⼒を⾝につけている学⽣に学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・医学・⽣命科学・医療に関する⾼度な知識を⾝につけている。 
 

○⾼度な教養 
・医学研究に必要な⾼度な倫理観を⾝につけている。 
・⽣命現象を統合的に理解する能⼒を⾝につけている。 
 

○⾼度な国際性 
・グローバルに活躍する能⼒を⾝につけている。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・医学を取り巻く多様な学問分野と協働する能⼒を⾝につけている。  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび医学系研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「医学」で
は、ディプロマ・ポリシーに定める⾼度な知識・能⼒を習得するため、次のとおり教育課程を編
成しています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

医学系研究科の医学、⽣命科学、および医療に関する⾼度専⾨性授業科⽬に加えて、⽣命現象
を統合的に理解する能⼒を涵養するための多様な関連領域の授業科⽬、及びグローバルに活躍す
る能⼒を涵養するための授業科⽬などを体系的に編成し、講義、演習、実習等を適切に組合せた
⾼度な授業と優れた研究指導を⾏います。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
・医学・⽣命科学・医療に関する⾼度な知識を⾝につけるための講義を選択必修科⽬として学修
します。 
・⽣命現象を統合的に理解する能⼒を⾝につけるための講義選択必修科⽬として学修します。 
・医学研究に必要な⾼度な倫理観と、安全に研究を⾏うための知識を⾝につけることを⽬的とし
た講義を必修科⽬として学修します。 
・グローバルに活躍する能⼒を⾝につけるための英語演習選択科⽬として学修します。 
・医学を取り巻く多様な学問分野と協働する能⼒を⾝につけるため、配属された研究室での指導
教員による研究指導を必修科⽬として学修します。 
 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
・学修の成果は、シラバスに記載された学習⽬標を試験、レポートにより、その達成度を評価し
ます。 
・学位論⽂の審査は厳格に⾏われ、その評価は、知識・技能、それらを発展・活⽤できる能⼒の
習得度によって評価します。 



カリキュラムマップ（博士課程 医学専攻）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

医学研究に必要な高度な
倫理観を身につけてい
る。

○

医学・生命科学・医療に
関する高度な知識を身に
つけている。

○ ○ ○

医学を取り巻く多様な学
問分野と協働する能力を
身につけている。

○ ○ ○

生命現象を統合的に理解
する能力を身につけてい
る。

○ ○ ○

グローバルに活躍する能
力を身につけている。

○

　必修科目
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